
(57)【要約】

【課題】本発明は放熱効果に優れ、製品としての信頼度

も高く、同時に製造工程が簡潔でコストを低く抑える発

光装置を提供することを課題とする。

【解決手段】本発明の発光装置２は、基板２０、絶縁層

２１及び少なくとも１個の発光素子２２を備える。絶縁

層２１は基板２０の上に設置され、さらに基板２０に露

出したパターンエリア２１１を有し、発光素子２２は基

板２０の上に設置されてパターンエリア２１１内に位置

する。

本発明の発光装置２は発光素子２２を基板２０上に設置

しているため、熱伝導性に優れていると同時に面積の大

きな基板であることにより、発光素子２２の作動によっ

て発生した熱エネルギーを導き、発散させる。ヒートシ

ンクの設置や貼付の必要がないため、生産コスト及び時

間の節約が可能であると同時に、製造過程の簡素化が可

能である。またヒートシンクを貼ることで生じる熱抵抗

や劣化の問題も回避でき、放熱効果に優れ、製品の信頼

度も高い。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、
前 記 基 板 上 に 設 置 さ れ 、 且 つ 前 記 基 板 に 露 出 し た パ タ ー ン エ リ ア を 有 す る 絶 縁 層 と 、
前 記 基 板 上 に 設 置 さ れ 、 且 つ 前 記 パ タ ー ン エ リ ア 内 に 位 置 す る 少 な く と も １ 個 の 発 光 素 子
と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
発 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 の 材 質 は 銅 、 ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 チ タ ン 及 び そ の 合 金 の う ち の 少 な く と も
１ 個 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 板 の 材 質 は セ ラ ミ ッ ク 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 材 質 は ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 及 び チ タ ン の う ち の 少 な く と も １ 個 の 酸 化 物
、 窒 化 物 あ る い は 炭 化 物 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 絶 縁 層 は 基 板 の 表 面 を 酸 化 、 窒 化 、 炭 化 さ せ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 材 質 は セ ラ ミ ッ ク 材 料 あ る い は 熱 伝 導 性 を 有 す る 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と
す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 基 板 上 に 設 置 さ れ た 前 記 発 光 素 子 に 隣 接 し 、 そ の 材 質 は 銀 、 金 、 ニ ッ ケ ル あ る い は
ア ル ミ が 含 ま れ る 反 射 層 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 基 板 は 剛 性 基 板 あ る い は フ レ キ シ ブ ル 基 板 で あ り 、
前 記 基 板 の 形 状 は 平 板 状 、 湾 曲 状 あ る い は 曲 折 状 共 に 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 パ タ ー ン エ リ ア に 対 応 す る 前 記 基 板 の 表 面 は 、 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 を 有 し
、
前 記 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 は 、 ウ ェ ー ブ 状 、 ち り め ん 状 、 あ る い は 、 不 規 則 な 構 造
で 複 数 の 突 起 部 を 有 し 、 前 記 突 起 部 の 断 面 図 は 、 多 辺 形 、 半 円 形 、 円 形 、 楕 円 形 で あ る こ
と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 パ タ ー ン エ リ ア の 上 部 に は 保 護 層 が 設 置 さ れ 、
前 記 保 護 層 の 表 面 の 形 状 が レ ン ズ で あ る こ と に よ り 、 発 光 素 子 に よ っ て 発 せ ら れ る 光 線 が
発 散 あ る い は 集 中 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 上 に 設 置 さ れ 、 そ の 材 質 は 銀 、 金 、 銅 、 ア ル ミ 及 び そ の 合 金 の う ち の 少 な
く と も １ 個 で あ り 、 前 記 発 光 素 子 と 、 少 な く と も １ 個 の ワ イ ヤ あ る い は 電 導 層 を 介 し て 電
気 的 に 接 続 さ れ る 金 属 層 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る
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請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 金 属 層 と 前 記 絶 縁 層 と の 間 に 設 置 さ れ 、 前 記 絶 縁 層 の 上 に 設 置 す る 目 的 を 果 た し 、
そ の 材 質 は ク ロ ム 、 チ タ ン 、 ニ ッ ケ ル 及 び そ の 合 金 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も そ の う ち の
１ つ で あ り 、 銅 、 銀 、 錫 等 の 導 電 物 質 を 含 む 電 導 性 の 接 着 剤 で あ る と い う 組 合 せ の 中 か ら
選 択 す る ボ ン デ ィ ン グ 層 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 一 電 極 ピ ン 及 び 第 二 電 極 ピ ン を 有 し 、 前 記 絶 縁 層 の 上 に 設 置 さ れ て 、 そ れ ぞ れ 発 光 素
子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る リ ー ド フ レ ー ム を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 発 光 素 子 は 前 記 第 一 電 極 ピ ン に 少 な く と も １ 個 の ワ イ ヤ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ
、
前 記 発 光 素 子 は 前 記 第 二 電 極 ピ ン に 少 な く と も １ 個 の ワ イ ヤ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 表 面 に 少 な く と も １ 個 の ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド が 設 置 さ れ 、
前 記 発 光 素 子 は 前 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド に 少 な く と も １ 個 の ワ イ ヤ あ る い は 電 導 層 に 電 気
的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 発 光 素 子 は 前 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド に 電 導 層 あ る い は Ｕ 型 金 具 を 介 し て 電 気 的 に 接
続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 発 光 素 子 は 第 一 電 極 と 、 第 二 電 極 と 、 発 光 層 と を 備 え 、
前 記 発 光 素 子 は 発 光 ダ イ オ ー ド 、 レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド あ る い は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド で あ る
こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 光 装 置 に 関 し 、 特 に 放 熱 効 果 に 優 れ た 発 光 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス 産 業 の 発 展 に 伴 い 、 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の よ う な 発 光 素
子 は 各 種 電 子 製 品 の 表 示 装 置 に す で に 広 く 応 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 従 来 の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 装 置 １ は 基 板 １ ０ の 上 に 絶 縁 層 １ １ が 設 置 さ れ
、 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 １ ２ は 絶 縁 層 １ １ の 上 に 設 置 さ れ る 。 　
　 さ ら に 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ （ wire bonding） 方 式 で 絶 縁 層 １ １ 上 に 設 置 さ れ た 金 属 層
１ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 　
　 最 後 に パ ッ ケ ー ジ 層 １ ４ で こ れ ら の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 １ ２ を 覆 っ て 、 発 光 素 子 １ ２ が 機 械
、 熱 、 湿 気 あ る い は そ の 他 の 要 素 の 影 響 を 受 け て 損 傷 す る こ と が な い よ う に 保 護 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 発 光 装 置 １ の 効 率 及 び 明 る さ が 増 す に つ れ 、 発 光 素 子 １ ２ が 作 動 す る 時 、 熱 を 発 散 し 、
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蓄 積 し た 熱 は 温 度 を 上 げ 発 光 素 子 １ ２ の 発 光 率 及 び 使 用 寿 命 に よ く な い 影 響 を 及 ぼ す 。 　
　 し か し な が ら 、 従 来 の 発 光 素 子 １ ２ は 、 放 熱 効 果 の よ く な い 絶 縁 層 １ １ の 上 に 設 置 さ れ
て い て 、 さ ら に そ の 上 に パ ッ ケ ー ジ 層 １ ４ で 密 閉 さ れ て い る た め 、 発 光 素 子 １ ２ が 発 熱 す
る 熱 エ ネ ル ギ ー が ス ム ー ズ に 発 散 し な い と い う 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 技 術 で は 、 適 度 な 放 熱 構 造 に よ っ て 放 熱 す る 例 も 披 露 さ れ て い る 。 　
　 例 え ば 、 別 に ヒ ー ト シ ン ク を 基 板 １ ０ の 上 あ る い は 発 光 素 子 １ ２ の 底 面 に 貼 り 付 け る 方
法 で あ る 。 　
　 し か し な が ら 、 こ の 方 法 で は パ ッ ケ ー ジ 工 程 が 複 雑 に な る だ け で な く 、 生 産 コ ス ト も 大
き く な る 。 　
　 さ ら に 、 ヒ ー ト シ ン ク を 貼 り 付 け る の に 使 用 さ れ る 粘 着 剤 に も 熱 抵 抗 や 劣 化 等 の 問 題 が
発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 放 熱 効 果 に 優 れ 、 製 品 と し て の 信 頼 度 も 高 く 、 同 時 に 製 造 工 程 が
簡 潔 で コ ス ト を 低 く 抑 え る 発 光 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 放 熱 効 果 及 び 製 品 の 信 頼 度 が 高 い 発
光 装 置 を 提 供 す る と 同 時 に 、 製 造 工 程 を 簡 潔 に し 、 コ ス ト を 低 く 抑 え る こ と を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 発 光 装 置 は 、 基 板 、 絶 縁 層 及 び 少 な く と も １ 個 の
発 光 素 子 を 備 え る 。 　
　 こ の う ち 、 絶 縁 層 は 基 板 の 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 基 板 に 露 出 し た パ タ ー ン エ リ ア を 有 す
る 。 　
　 発 光 素 子 は 基 板 の 上 に 設 置 さ れ て 、 パ タ ー ン エ リ ア 内 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 発 光 装 置 は 発 光 素 子 を 基 板 上 に 設 置 し て い る た め 、 熱 伝 導 性 （ thermal conduc
tivity） に 優 れ て い る と 同 時 に 面 積 の 大 き な 基 板 （ 金 属 あ る い は 合 金 等 の 熱 伝 導 性 に 優 れ
た 材 質 に よ り 構 成 さ れ る 。 ） で あ る こ と に よ り 、 発 光 素 子 の 作 動 に よ っ て 発 生 し た 熱 エ ネ
ル ギ ー を 導 き 、 発 散 さ せ る 。 　
　 し た が っ て 、 優 れ た 放 熱 効 果 を 達 成 し て 発 光 装 置 の 使 用 寿 命 を 延 長 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 来 の 技 術 と 比 較 す る と 、 本 発 明 に お い て は 、 ヒ ー ト シ ン ク の 設 置 や 貼 付 の 必 要 が な い
た め 、 生 産 コ ス ト 及 び 時 間 の 節 約 が 可 能 で あ る と 同 時 に 、 製 造 過 程 の 簡 素 化 が 可 能 で あ る
。 　
　 さ ら に 、 ヒ ー ト シ ン ク を 貼 る こ と で 生 じ る 熱 抵 抗 や 劣 化 の 問 題 も 回 避 す る こ と が で き る
た め 、 放 熱 効 果 に 優 れ 、 製 品 の 信 頼 度 も 高 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 発 光 装 置 は 発 光 素 子 が 直 接 基 板 に 接 触 し 、 熱 伝 導 性 に 優 れ て 、 且 つ 面 積 が 大 き
い 基 板 で あ る こ と に よ り 、 発 光 素 子 に よ っ て 生 じ た 熱 エ ネ ル ギ ー を 導 き 、 発 散 さ せ て 、 優
れ た 放 熱 効 果 を 有 し 、 発 光 装 置 の 使 用 寿 命 を 向 上 さ せ る 。 　
　 従 来 の 技 術 に 比 べ 、 本 発 明 は ヒ ー ト シ ン ク の 設 置 や 貼 付 の 必 要 が な い た め 、 生 産 コ ス ト
が 低 く 抑 え ら れ 、 時 間 の 節 約 も 可 能 で あ る 。 　
　 ま た 、 製 造 工 程 の 簡 素 化 に も な る 上 、 ヒ ー ト シ ン ク を 張 る こ と で 発 生 す る 熱 抵 抗 や 劣 化
問 題 も 回 避 し 、 放 熱 機 能 や 製 品 の 信 頼 度 も 高 く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 、 図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 発 光 装 置 に お け る 好 適 な 実 施 例 に つ い て 説 明 す る
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。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に お け る 発 光 装 置 ２ は 基 板 ２ ０ 、 絶 縁 層 ２ １
及 び 少 な く と も １ 個 の 発 光 素 子 ２ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 基 板 ２ ０ の 材 質 は 銅 、 ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 チ タ ン 及 び そ の 合 金
の 少 な く と も １ つ か ら 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 優 れ た 熱 伝 導 性 を 提 供 す る 。 　
　 ま た 、 基 板 ２ ０ の 材 質 は セ ラ ミ ッ ク あ る い は 熱 伝 導 性 を 有 す る 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て
、 優 れ た 熱 伝 導 性 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。 　
　 さ ら に 、 基 板 ２ ０ は 剛 性 （ rigid） 基 板 あ る い は フ レ キ シ ブ ル （ flexible） 基 板 も 可 能
で あ り 、 基 板 ２ ０ の 形 状 は 平 板 状 、 湾 曲 状 あ る い は 曲 折 状 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 絶 縁 層 ２ １ は 基 板 ２ ０ 上 に 設 置 さ れ 、 絶 縁 層 ２ １ は パ タ ー ン エ リ ア ２ １ １ を 有 す る 。 　
　 こ れ は 、 例 え ば フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー （ photolithography） 工 程 あ る い は シ ル ク 印 刷 工
程 に よ っ て 絶 縁 層 ２ １ を パ タ ー ン 化 し て 、 基 板 ２ ０ を 部 分 的 に 露 出 さ せ る 。 　
　 絶 縁 層 ２ １ の 材 質 は ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 及 び チ タ ン の う ち の 少 な く と も １ 個 の 酸 化 物
、 窒 化 物 あ る い は 炭 化 物 か ら 選 択 し て 、 基 板 ２ ０ の 表 面 を 酸 化 、 窒 素 化 、 炭 化 さ せ る か 、
あ る い は そ の 他 の エ バ ポ レ ー ト (evaporate)方 式 、 ス パ ッ タ リ ン グ 方 式 、 電 気 メ ッ キ 方 式
あ る い は 化 学 気 相 成 長 方 式 （ Ｃ Ｖ Ｄ ） 等 に よ っ て 基 板 ２ ０ 上 に 形 成 さ せ る 。 　
　 つ ま り 、 基 板 ２ ０ の 材 質 が ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 チ タ ン お よ び そ の 合 金 か ら 選 択 す る
場 合 は 、 絶 縁 層 ２ １ は 基 板 ２ ０ の 表 面 を 酸 化 、 窒 化 、 炭 化 さ せ る こ と に よ っ て 形 成 し 、 基
板 ２ ０ の 材 質 が ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 チ タ ン お よ び そ の 合 金 か ら 選 択 し な い 場 合 、 例 え
ば 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 あ る い は 、 酸 化 チ タ ン 等 の 材 質 の 絶 縁 層 ２ １
は 、 エ バ ポ レ ー ト (evaporate)方 式 、 ス パ ッ タ リ ン グ 方 式 、 電 気 メ ッ キ 方 式 あ る い は 化 学
気 相 成 長 方 式 （ Ｃ Ｖ Ｄ ） 等 に よ っ て 、 基 板 ２ ０ 上 に 形 成 さ せ る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 発 光 素 子 ２ ２ は 基 板 ２ ０ 上 に 設 置 さ れ 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ １ １ 内 に 位 置 す る 。 　
　 本 実 施 例 に お い て 、 発 光 素 子 ２ ２ は 第 一 電 極 、 第 二 電 極 及 び 発 光 層 （ 図 示 し な し ） を 備
え る 。 　
　 具 体 的 に 言 え ば 、 発 光 素 子 ２ ２ は 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） 、 レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド （ Ｌ
Ｄ ） あ る い は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 例 に お け る 発 光 装 置 ２ は 、 絶 縁 層 ２ １ の 上 に 設 置 さ れ た 金 属 層 ２ ３ を 備 え る 。 　
　 金 属 層 ２ ３ は 、 少 な く と も １ 個 の ワ イ ヤ ２ ４ が そ れ ぞ れ 発 光 素 子 ２ ２ の 第 一 電 極 及 び 第
二 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 　
　 金 属 層 ２ ３ は 同 時 に 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド （ bonding pad） と す る こ と が 可 能 で 、 外 部
回 路 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。 　
　 金 属 層 ２ ３ の 材 質 は 銀 、 金 、 銅 、 ア ル ミ 及 び そ の 合 金 の う ち の 少 な く と も １ つ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 金 属 層 ２ ３ を 絶 縁 層 ２ １ の 上 に 設 置 す る た め に 、 金 属 層 ２ ３ と 絶 縁 層 ２ １ の 間 に は さ ら
に ボ ン デ ィ ン グ 層 ２ ６ を 備 え る 。 　
　 こ の ボ ン デ ィ ン グ 層 ２ ６ は 粘 着 性 を 有 す る か 、 あ る い は 、 金 属 層 ２ ３ を そ の 上 に 形 成 さ
せ る 特 性 を 有 す る 。 　
　 例 え ば 、 メ ッ キ に よ っ て 金 属 層 ２ ３ を 形 成 す る 際 に 必 要 な 最 初 の 層 と す る 。 　
　 そ の 材 質 は ク ロ ム 、 チ タ ン 、 ニ ッ ケ ル 及 び そ の 合 金 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も そ の う ち
の １ つ で 、 銅 、 銀 、 錫 等 の 導 電 物 質 を 含 む 電 導 性 の 接 着 剤 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 発 光 素 子 ２ ２ は 外 部 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 　
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 絶 縁 層 ２ １ の 上 に 設 置 し た リ ー ド フ レ ー ム （ lead frame） ２ ７ を 介
し て 発 光 素 子 ２ ２ を 電 気 的 に 接 続 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 　
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　 こ の う ち 、 リ ー ド フ レ ー ム ２ ７ は 第 一 電 極 ピ ン ２ ７ １ 及 び 第 二 電 極 ピ ン ２ ７ ２ を 有 し 、
ワ イ ヤ ２ ４ を 介 し て 第 一 電 極 ピ ン ２ ７ １ 及 び 第 二 電 極 ピ ン ２ ７ ２ は そ れ ぞ れ 発 光 素 子 ２ ２
の 第 一 電 極 及 び 第 二 電 極 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 絶 縁 層 ２ １ は 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ １ １ の 外 側 に あ る 基 板
２ ０ の 表 面 を 覆 う こ と も 可 能 で あ る 。 　
　 そ し て 、 絶 縁 層 ２ １ の パ タ ー ン エ リ ア ２ １ １ 以 外 の 表 面 は 金 属 層 ２ ３ を 有 し 、 発 光 素 子
２ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 　
　 基 板 ２ ０ の 両 側 に は 複 数 の ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド ２ ５ が 設 置 さ れ る 。 　
　 上 方 の 金 属 層 ２ ３ は そ れ ぞ れ 発 光 素 子 ２ ２ の 第 一 電 極 及 び 第 二 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ
る 。 　
　 下 方 の ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド ２ ５ は ワ イ ヤ あ る い は 電 導 層 ２ ４ ’ を 介 し て そ れ ぞ れ 上 方 の
金 属 層 ２ ３ に 導 電 す る 。 　
　 こ れ だ け で は な く 、 Ｕ 型 金 具 （ 図 示 し な い ） に よ っ て 発 光 装 置 ２ の 一 側 面 を は さ み 、 同
時 に 金 属 層 と ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド を 形 成 す る こ と で も 上 述 の 効 果 と 同 様 の 結 果 が 得 ら れ 、
下 方 の ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド ２ ５ を 介 し て 回 路 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 　
　 こ れ は 、 例 え ば 表 面 実 装 技 術 （ surface mount technology, Ｓ Ｍ Ｔ ） に よ っ て 達 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に お い て は 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ １ １ に 対 応 す る 基 板 ２ ０ の
表 面 は 、 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ ０ １ を 有 し 、 反 射 す る こ と で 発 光 素 子 ２ ２ に よ っ
て 発 生 し た 側 面 光 を 表 示 方 向 へ 集 中 さ せ る 。 　
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ ０ １ は く ぼ み 槽 で 、 発 光 素 子 ２ ２ は
こ の く ぼ み 槽 の 中 に 設 置 さ れ る 。 　
　 こ の く ぼ み 槽 の 形 状 を 利 用 し て 設 置 す る こ と で 、 そ の 中 に 収 納 さ れ る 発 光 素 子 ２ ２ か ら
発 生 す る 側 面 光 が 集 中 さ れ て 表 示 方 向 に 発 せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ の 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ ０ １ は 、 ウ ェ ー ブ 状 、 ち り め ん 状 の よ う な （
図 ６ に 示 し て い る ） 不 規 則 な 構 造 が 可 能 で あ る 。 　
　 こ の 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ ０ １ は 複 数 の 突 起 部 を 有 す る 構 造 も 可 能 で 、 こ の う
ち 、 突 起 部 の 断 面 図 は 、 多 辺 形 、 半 円 形 、 円 形 、 楕 円 形 も 可 能 で あ る 。 　
　 こ の よ う な 構 造 に よ り 、 発 光 素 子 ２ ２ の 側 面 光 が 集 中 し て 表 示 方 向 に 向 か っ て 発 光 さ れ
る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 発 光 装 置 ２ の 発 光 効 率 を 上 げ る た め に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 発 光 装 置 ２ は 、
パ タ ー ン エ リ ア ２ １ １ 内 の 基 板 ２ ０ の 上 に 設 置 さ れ た 反 射 層 ２ ８ を 備 え 、 発 光 素 子 ２ ２ の
周 囲 に 隣 接 さ せ る こ と に よ り 、 発 光 素 子 ２ ２ の 側 面 光 の 表 示 方 向 へ の 反 射 並 び に 集 中 が 強
化 さ れ る 。 　
　 こ の 反 射 層 ２ ８ の 材 質 は 、 銀 、 金 、 ニ ッ ケ ル あ る い は ア ル ミ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　
　 本 実 施 例 に お い て 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ １ １ に 設 置 さ れ る 発 光 素 子 ２ ２ の 上 に は 保 護 層 ２
９ が 設 置 さ れ て 、 発 光 素 子 ２ ２ を 保 護 す る 。 　
　 同 時 に 、 保 護 層 ２ ９ の 表 面 に は レ ン ズ の よ う な 形 状 が 形 成 さ れ る 。 　
　 保 護 層 ２ ９ の 表 面 の 形 状 が そ の 設 計 に よ っ て 発 光 素 子 ２ ２ に よ っ て 発 せ ら れ る 光 線 が 発
散 あ る い は 集 中 さ れ る こ と で 、 表 示 に お け る さ ま ざ ま な 必 要 性 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 発 光 装 置 は 発 光 素 子 が 直 接 基 板 に 接 触 し 、 熱 伝 導 性 に 優 れ て 、 且
つ 面 積 が 大 き い 基 板 で あ る こ と に よ り 、 発 光 素 子 に よ っ て 生 じ た 熱 エ ネ ル ギ ー を 導 き 、 発
散 さ せ て 、 優 れ た 放 熱 効 果 を 有 し 、 発 光 装 置 の 使 用 寿 命 を 向 上 さ せ る 。 　
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　 従 来 の 技 術 に 比 べ 、 本 発 明 は ヒ ー ト シ ン ク の 設 置 や 貼 付 の 必 要 が な い た め 、 生 産 コ ス ト
が 低 く 抑 え ら れ 、 時 間 の 節 約 も 可 能 で あ る 。 　
　 ま た 、 製 造 工 程 の 簡 素 化 に も 寄 与 す る 上 、 ヒ ー ト シ ン ク を 貼 る こ と で 発 生 す る 熱 抵 抗 や
劣 化 問 題 も 回 避 し 、 放 熱 機 能 や 製 品 の 信 頼 度 も 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 、 こ れ ら の 実
施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 な ど が あ っ て も
、 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 好 適 な 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 好 適 な 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 好 適 な 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 好 適 な 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 好 適 な 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 　 　 発 光 装 置
１ ０ 　 　 基 板
１ １ 　 　 絶 縁 層
１ ２ 　 　 発 光 素 子
１ ３ 　 　 金 属 層
１ ４ 　 　 パ ッ ケ ー ジ 層
２ 　 　 　 発 光 装 置
２ ０ 　 　 基 板
２ ０ １ 　 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造
２ １ 　 　 絶 縁 層
２ １ １ 　 パ タ ー ン エ リ ア
２ ２ 　 　 発 光 素 子
２ ３ 　 　 金 属 層
２ ４ 　 　 ワ イ ヤ
２ ４ ’ 　 電 導 層
２ ５ 　 　 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド
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